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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
新
春
を
迎
え
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
の
干
支
は
、

「
乙
巳（
き
の
と
・
み
）」
で
す
。
ヘ

ビ
は
脱
皮
す
る
習
性
か
ら
、
変
化

や
成
長
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら

脱
し
て
変
革
の
運
気
を
呼
び
込
む

年
に
な
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
一
息
つ
い
た
も
の
の
今
後
も
流

行
を
繰
り
返
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
手
強
い
感
染
症
に
正
面

か
ら
立
ち
向
か
っ
て
き
た
皆
様
に

感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
対
応
に
つ
い
て
は
２

類
相
当
の
時
代
か
ら
緩
や
か
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
が
、今
後
の
新
興

感
染
症
流
行
時
へ
の
備
え
を
強
化

し
つ
つ
コ
ロ
ナ
前
の
平
常
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
よ
り
医
師
の
働

き
方
改
革
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
ま
で
宿
日
直
許
可

の
問
題
、
自
己
研
鑽
の
定
義
、
看

護
師
特
定
行
為
を
含
め
た
タ
ス
ク

シ
ェ
ア
・タ
ス
ク
シ
フ
ト
な
ど
幅
広
く

議
論
さ
れ
、
救
急
や
過
疎
地
域
の

医
療
提
供
体
制
の
崩
壊
も
危
惧
さ

れ
ま
し
た
が
、幸
い
に
も
そ
の
よ
う

な
事
態
は
避
け
ら
れ
た
か
と
考
え

ま
す
。
一
方
生
産
年
齢
人
口
は
減

少
し
働
き
手
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し

て
ゆ
き
、
業
務
の
効
率
化
や
外
国

人
労
働
者
雇
用
や
ロ
ボ
ッ
ト
・
AI

を
利
用
し
た
DX
な
ど
が
各
病
院
で

も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
第
８
次
医
療
計
画
や
地
域

医
療
構
想
に
従
い
地
域
医
療
の
集

約
化
と
効
率
化
が
進
ん
で
ゆ
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。
外
来
医
療
に
お

い
て
は
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
担
う

医
療
機
関
と
紹
介
受
診
重
点
医
療

機
関
の
病
院
で
機
能
を
明
確
に
す

る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
外
来
機

能
の
明
確
化
・
連
携
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
入
院
医
療

で
も
第
８
次
医
療
計
画
と
連
動
し

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
地
域

医
療
構
想
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
が
、

地
域
に
お
い
て
機
能
の
異
な
る
病
院

の
役
割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
、よ

り
一
層
強
い
連
携
が
望
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。今
後
と
も
医
師
会
と

と
も
に
我
々
の
協
会
も
力
を
合
わ

せ
て
よ
り
地
域
と
の
連
携
を
深
め

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

春
講
演
会
で
は
「
”身
心
一
如
“の

コ
コ
ロ
話
」
と
題
し
て
多
方
面
で

活
動
を
さ
れ
て
い
る
日
蓮
宗
法
華

寺
の
ご
住
職
の
杉
若
恵
亮
氏
よ
り

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
病
院
長
研
修
で
は
、12
月
20
日

か
ら
21
日
に
愛
媛
県
四
国
中
央
市
の

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
地
域
に
密
着
し
た
病
院
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
DX
の

進
め
方
な
ど
先
進
的
で
職
員
を
巻

き
込
ん
で
構
築
さ
れ
た
内
容
を
理

事
長
や
病
院
幹
部
の
方
か
ら
丁
寧

に
説
明
い
た
だ
き
参
考
に
な
る
こ

と
が
ら
を
多
く
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
道
後
温
泉
に
て

疲
れ
を
癒
し
当
地
の
食
を
堪
能
し
、

病
院
長
の
皆
様
と
懇
親
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
看
護

師
特
定
行
為
研
修
会
は
、
１
回
目

は
２
０
２
５
年
１
月
29
日（
水
）に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
奈
良
県

立
医
科
大
学
付
属
病
院
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
回
目
は
２
０
２
５
年
２
月

28
日（
金
）に
「
手
順
書
の
作
成
過

程
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
」
の
講

演
と
術
中
麻
酔
な
ど
の
領
域
に
つ

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
行
い
ま
す
。
本
号
に
も
開

催
案
内
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
是
非
多
く
の
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
加
え
て
２
０
２
５
年

の
２
月
４
日（
火
）に
は
新
春
講
演

会
と
し
て「
紫
式
部
と
藤
原
道
長
」

と
題
し
て
同
志
社
女
子
大
学
の
朧
谷

名
誉
教
授
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

〜
今
年
が
成
長
の
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
〜

〜
今
年
が
成
長
の
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
〜

若　

園　

𠮷　

裕

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
会
長

若　

園　

𠮷　

裕

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
会
長
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さ
て
２
０
２
４
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
で
は
、
人
件
費
増
加
に
対

す
る
対
応
は
あ
り
ま
し
た
が
、
光
熱

費
や
物
価
の
高
騰
に
十
分
対
応
し
て

お
ら
ず
、高
額
医
療
機
器
に
対
す
る

配
慮
も
不
十
分
で
し
た
。
３
病
院

団
体
の
緊
急
要
望
で
病
院
経
営
の
危

機
的
状
況
に
対
す
る
救
済
措
置
・
財

政
支
援
の
要
望
が
訴
え
ら
れ
、
福
祉

医
療
機
構
の
病
院
経
営
調
査
で
も

過
去
に
例
が
な
い
ほ
ど
各
病
院
の
医

業
収
益
の
悪
化
が
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
医
師
会
や
病
院
団
体
か
ら
財

務
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
に
財
政
支

援
な
ど
の
要
望
を
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
全
日
本
病
院
協
会
か
ら
は

「
普
通
の
診
療
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供

で
赤
字
に
な
る
報
酬
体
系
」と
批
判

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
病
院
で
も
支
出

の
増
額
が
収
入
の
増
額
を
上
回
り

大
変
苦
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
粘
り
強
く
声

を
上
げ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
京
都
府

病
院
協
会
で
も
デ
ー
タ
を
ま
と
め
京

都
府
に
提
出
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な

年
令
和
７
年
が
成
長
・
変
革
の
年
に

な
る
こ
と
を
願
い
、京
都
府
病
院
協

会
の
皆
様
お
よ
び
会
員
病
院
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
６
年
度

京
都
府
保
健
医
療・救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰

令
和
６
年
度

京
都
府
保
健
医
療・救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰

　

令
和
６
年
度
京
都
府
保
健
医
療
・
救
急
医
療
功
労
者
等

知
事
表
彰
の
表
彰
式
が
11
月
19
日（
火
）に
執
り
行
わ
れ
、

京
都
府
病
院
協
会
か
ら
は
保
健
医
療
・
救
急
医
療
の
各
部

門
に
お
い
て
、
個
人
２
名
、
１
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
。
先
生
方
の
受
賞
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

佐
　
藤
　
敦
　
夫
氏

（
南
京
都
病
院
）

《
保
健
医
療
功
労
》

個
人
の
部

岩
　
本
　
一
　
秀
氏

（
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

《
救
急
医
療
功
労
》

個
人
の
部

宇
　
治
　
病
　
院

団
体
の
部

本
会
か
ら
個
人
２
名
、１
団
体
が
受
賞

会　

長　

若
　
園
　
𠮷
　
裕

（
京
都
桂
病
院
）

副
会
長　

小
　
林
　
　
　
裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

副
会
長　

佐
　
藤
　
敦
　
夫

（
国
立
病
院
機
構 

南
京
都
病
院
）

理　

事　

尼
　
川
　
龍
　
一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

大
　
辻
　
英
　
吾

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

尾
　
池
　
文
　
隆

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

吉
　
岡
　
隆
　
一

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

理　

事　

吉
　
田
　
憲
　
正

（
京
都
済
生
会
病
院
）

理　

事　

水
　
野
　
敏
　
樹

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

澤
　
田
　
秀
　
幸

（
国
立
病
院
機
構 

宇
多
野
病
院
）

理　

事　

黒
　
田
　
啓
　
史

（
京
都
市
立
病
院
）

理　

事　

小
　
池
　
　
　
薫

（
国
立
病
院
機
構 

京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

阪
　
上
　
順
　
一

（
市
立
福
知
山
市
民
病
院
）

理　

事　

岩
　
本
　
一
　
秀

（
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

監　

事　

森
　
本
　
泰
　
介

監　

事　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
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こ
れ
は
、
近
年
、
医
療
機
関
を

標
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ

る
被
害
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
各
医
療
機
関
に
お
け
る
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、

日
本
医
師
会
と
警
察
庁
サ
イ
バ
ー

警
察
局
が
覚
書
を
交
わ
し
た
上
で
、

各
地
域
に
お
い
て
も
医
療
機
関
と

警
察
の
よ
り
強
固
な
関
係
を
築
く

と
と
も
に
、
サ
イ
バ
ー

事
案
の
未
然
防
止
等
を

図
る
た
め
、
平
時
か
ら

の
連
携
強
化
を
目
的
と

し
て
、
標
記
の
共
同
対

処
協
定
を
締
結
す
る
運

び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

本
協
定
は
、
医
療
関

係
団
体
と
京
都
府
警
が

相
互
に
連
携
し
、
府
内

の
医
療
機
関
に
お
け
る

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
に
的

確
に
対
処
す
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
害
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

京
都
府
医
療
機
関
等

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
共
同
対
処
協
定
を
締
結

日本医師会サイバーセキュリティ対応相談窓口

TEL：0120-179-066（年中無休・対応時間６時～21時）
　サイバーセキュリティに関連する日常の些細なセキュリティトラブルから重大トラブルまで幅広く
ご相談いただける相談窓口です。

日本医師会セキュリティガイドライン相談窓口

TEL：0120-339-199（平日９時～18時）
　医療機関におけるサイバーセキュリティ対策チェックリストの実践ガイドおよびセミナー動画、
それらに付随する医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第６．０版に関する相談窓口です。

医療機関等がサイバー攻撃を受けた場合等の厚生労働省の連絡先

◇医政局特定医薬品開発支援・医療情報担当参事官室
TEL：03-6812-7837　E-mail：igishitsu@mhlw.go.jp

サイバー攻撃を受けた場合など、情報セキュリティ・インシデント発生時の京都府内の連絡先

◇京都府警察サイバー対策本部　サイバー企画課
TEL：075-451-9111（代表）　※休日・夜間は京都府警察本部　サイバー当直が対応

NISCサイバーセキュリティ・ポータルサイト（内閣サイバーセキュリティセンター委託事業）

◇ランサムウェア特設ページ
https://www.nisc.go.jp/stopransomware/index.html

上記の相談窓口はいずれも、無料で何度でもご利用いただけます。
また、日医Ａ①会員が開設・管理する医療機関であれば、会員本人だけでなく、勤務医の方や事務員からの
相談も可能です。

　

令
和
６
年
５
月
、
京
都
府
公
館

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

京
都
府
医
療
機
関
等
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
共
同
対
処
協
定
締
結

式
が
開
催
さ
れ
、
京
都
府
警
察
、

京
都
府
医
師
会
、
京
都
私
立
病
院

協
会
、
京
都
府
病
院
協
会
の
４
者

に
よ
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

共
同
対
処
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
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昨
年
12
月
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
「
令
和
６
年
度
病
院
経
営
現
状

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、
ご
多

用
の
と
こ
ろ
多
数
の
会
員
病
院
か

ら
ご
回
答
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
上
で
、

会
員
病
院
の
皆
様
に
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
支
援
を
適
切

に
行
う
よ
う
、
行
政
等
へ
提
言
や

要
望
を
強
く
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
各
病
院
の
経

営
が
改
善
す
る
よ
う
主
張
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
本
協
会
の
運
営
に
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

急
性
心
筋
梗
塞
・
糖
尿
病
の
４
疾
病

を
中
心
に
、
専
門
性
の
高
い
チ
ー
ム

医
療
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
超
急
性
期
か
ら
維
持
期
ま
で
一

貫
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
体
制
も
整
え
つ
つ
、
在
宅
医

療
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
一
体
化
で
、
切
れ
目

な
い
医
療
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
医
療
を
効
率
的
に
提
供

す
る
た
め
に
、医
療
DX
を
推
進
。
医
師

だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ

も
含
め
基
本
的
に
１
人
１
台
の
ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
導
入
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
中
心
に
据
え
る
と

と
も
に
、
院
内
の
ど
こ
に
い
て
も
患

者
の
状
態
が
確
認
で
き
る
画
期
的
な

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
規
模
な
チ
ー
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
で
、
自
然
な
拡
が
り
を
促
し
、

現
在
で
は
約
５
０
０
台
が
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、
医
療
DX
を
進
め

る
上
で
障
壁
と
な
っ
て
い
る
様
々
な

問
題
を
解
決
す
る一助
と
な
る
内
容
で
、

今
後
の
病
院
経
営
に
と
っ
て
非
常
に

有
意
義
な
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
救
急
医

療
や
高
度
医
療
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
全
国
各
地
の
優
れ
た
病
院
を

訪
問
し
、
そ
の
先
端
技
術
や
施
設
を

見
学
、
病
院
運
営
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
な
う
機
会
と
し
て
開
催

し
て
い
る「
病
院
長
研
修
」を
、
今
年

度
も
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
12
月

20
日
〜
21
日
に
か
け
て
、
愛
媛
県
四

国
中
央
市
の
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
は
、Ｈ
Ｃ
Ｕ
12
床
、

Ｓ
Ｃ
Ｕ
６
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

53
床
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
50
床
等
を
有
す
る
病
床
数
２
２

８
床
の
病
院
で
、
が
ん
・
脳
卒
中
・

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
を
視
察

令
和
６
年
度
病
院
経
営
現
状

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

令
和
６
年
度
病
院
経
営
現
状

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

令
和
６
年
度
病
院
長
研
修
を
実
施

令
和
６
年
度
病
院
長
研
修
を
実
施

京都府病院協会・京都府立医科大学共催
「2024年度看護師特定行為研修セミナー」のご案内

　京都府立医科大学、京都府病院協会では、特定行為研修制度を臨床現場に定着させ、その活動を支援していく
ことが必要であると考え、昨年度に引き続き、標記セミナーを開催することといたしました。
　第１部 「招待講演」 では、滋賀県健康医療福祉部次長の切手俊弘氏から 「手順書の作成過程とその活用」 と題して
ご講演を頂戴いたします。
　第２部 「特定行為研修修了生による活動報告及び実践状況」 では、術中麻酔管理領域コースとして大阪鉄道病院の
蔭山恵子氏と京都第一赤十字病院の谷山智子氏から、それぞれご発表いただきます。
　また 「特定行為研修研修生による研修症例報告」 では、外科術後病棟管理領域コースとして京都府立医科大学附属
病院の辻元早苗氏、術中麻酔管理領域コースとして京都府立医科大学附属病院の髙橋美穂氏から、それぞれご発表
いただきます。
　開催日時は下記の通りです。
　多数の医療関係者のご参加をお待ちしております。

令和7年2月28日（金）午後4時～6時日 時

京都府立医科大学　看護学学舎（ハイブリッド開催）場 所

特定行為研修修了生、特定行為に興味のある看護師・管理者
ならびに修了看護師のいる施設の管理者

対 象

以下の二次元コードよりお申込みください。

2025年（令和 7年）1月31日 京都府病院協会ニュース 第27号（4）


